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天王祭を支える町内とご祭神

尾張津島天王祭は、約600年の歴史がある津島神社の祭礼です。
７月第４土曜日に宵祭、その翌日に朝祭が行われ、神社の神事を含めると90日間
にわたって祭行事が行われます。そのうちの車楽舟行事とは、津島五車と呼ばれ
る米之座・堤下（とうげ）・筏場・今市場・下構、そして市江を加えた６艘の祭
舟で展開される行事のことです。祭舟は「車楽舟（だんじりぶね）」と呼びます。
宵祭は津島五車が１年の日数の数の提灯を半球状に形作る巻藁舟、翌朝の朝祭は
能の演目を表した置物を屋台に飾る車楽舟に模様替えして、市江車を先頭に６艘が
漕ぎ進みます。「尾張津島天王祭の車楽舟行事」は国の無形民俗文化財に指定さ
れており、平成28年12月１日に「山・鉾・屋台行事」の一つとしてユネスコの無
形文化遺産に登録されました。
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尾張津島天王祭は本町筋（津島街道）
沿いのまち、旧津島五ヶ村によって行
われてきた祭です。
かつての本町筋は津島神社の参詣者
や旅人でにぎわいました。津島神社参
宮道を示す石碑で、ここを基点に津島
街道は上下に分岐します。

1 道標「津島神社参宮道」
天王祭時に津島五ヶ村
を清める斎竹が町境
に建てられます。
これは「堤下」「筏場」
の境の斎竹です。

2 斎竹

“児門”のある町家です。尾
張津島天王祭に祭を担う各町
内からお児さんが出ます。「神
の子」お児さんが祭の時に出
るときに使われるのが児門で
す。この児門は筏場車の児
が通る児門です。

3 町家

瑞泉寺にある門で、「稚児門」
の扁額がかかっています。江
戸時代中期まで寺の南隣まで
車河戸が広がっていて、この
門の辺りから小船に乗り祭礼
の本船に向かったことから名
付けられたと伝えられている
そうです。

7 瑞泉寺の稚児門

尾張津島天王祭の時に津島五
車の各車屋さんから車河戸
へ、昔からのしきたりに沿って
異なる道を通って向かいます。

9 児が歩く
ルート

児打廻し、神輿渡御・
還御の時に楼門をくぐり
ます。

12津島神社
楼門

昔から天王祭時に津島五ヶ村を清めるため町境に斎
竹が建てられます。
いつの頃からか「車河戸」にも斎竹が建てられるよ
うになりました。車楽舟の準備を行う場所を清浄に
保つ意味で建てることになったのでしょう。

10 11斎竹

天王祭時に津島五ヶ
村を清める斎竹が町
境に建てられます。
これは「筏場」「今市
場」「下構」の境の
斎竹です。

4 5 6 斎竹

天王川公園の東側にあ
る車河戸という入り江
は、祭河戸とも呼ば
れ、尾張津島天王祭
の船支度や宵祭・朝
祭の時に神社の赤舟のお迎えを待つ場所などまさし
く祭りの舞台となる場所です。普段は天王祭の舟に
組まれる屋形と船が置かれています。

8 車河戸

上切と呼ばれた地域（現在
の本町１丁目辺り）にある共同
井戸でした。
天王祭の舟や屋台を連結する
わら縄を編む際、この井戸の
水が打ち水に使用されていま
した。

13上切の井戸

津島神社の境外末社。
尾張津島天王祭の神事
の中で重要な「神葭
放流神事」の時に神
職が立神楽を行う場所
です。
神葭放流神事は朝祭
が終わった日の深夜、
神職のみで密やかに行
われ、まちの人々 はこ

の日は早く寝るようにと伝えられています。
現在社務所は米車のお囃子の練習場所等にも使用
されています。

14市神社
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※ 津島神社
疫病厄難除けで知られる
全国天王総本社

※ 天王川公園
天王祭や藤まつりの
舞台である憩いの公園

小路めぐり  津島市探訪　

WC

※ 本町筋
古い町並みの残る通り
津島の旧市街地を構成

津島駅
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